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研究体制

堀野眞一（国立研究開発法人 森林総合研究所）
代表，シカ放置実験，アンケート

永田純子（国立研究開発法人 森林総合研究所）
シカ放置実験

末吉昌宏（国立研究開発法人 森林総合研究所 九州支所）
シカ放置実験（昆虫）



シカ捕獲推進の課題（研究の背景）

環境省・農林水産省「抜本的な鳥獣捕獲強化対策」
本州以南のシカ約261万頭を10年以内に半減

捕獲個体の処理が制約要因に

しかし，

放置を可能とする要件とは？

「鳥獣保護管理法」 第十八条
鳥獣の放置等の禁止
捕獲個体の森林外への搬出，埋設，焼却

第十八条の特例を規定
捕獲等をした鳥獣を当該捕獲等をした場所に放置することが、生態系に重大な影響
を及ぼすおそれがなく、かつ、指定管理鳥獣捕獲等事業の実施に当たって特に必
要があると認められる場合として環境省令で定める場合に該当するとき。



研究開発目的

生態系への影響

危険防止と合意

関係者
土地所有（管理）者
地域住民

安全
衛生

周辺の生物への影響
臭いや水質への影響
遺体分解過程

に基づく放置可能要件



実験現場

森林
栃木県塩谷町
コナラ林
標高660m
実験ごとにシカ6頭

草地
栃木県矢板市
ススキ原
標高540m
実験ごとにシカ6頭



観察

シカ1頭につき自動カメラ2台直接観察



ハエ類の調査

飛来するハエ類を捕虫網で捕獲 発生するハエ類を羽化トラップで捕獲



甲虫類の調査

ピットフォールトラップ 捕獲された地上歩行性の腐肉食性甲虫類



12月2日 12月3日 12月4日 12月5日

12月6日 12月7日 12月8日 12月9日

12月10日 12月11日 12月17日 12月24日

つづく

12月31日 1月7日 1月13日 2月15日

実験結果（冬の例）



実験結果（夏の例）
7月19日 7月20日 7月21日 7月22日

7月29日7月28日7月27日

7月26日7月25日7月24日7月23日



分解過程

冬の実験（森林） 春の実験（森林） 夏の実験（森林）

■凡例

撮影回数は1頭あたりカメラ1台分，計6台分の合算．

授乳中の仔イノシシも撮影されたが，イノシシの数には
含めていない．

■注釈

開始日が揃わないのは，実験に用いるシカの捕獲が
初日で終わらなかったため．
体重の+記号は，体重測定前に頭部の一部が切り取ら
れていたことを示す．
残渣の内容は大部分が骨．ツキノワグマ イノシシ キツネ タヌキ ミヤマキンバエ

名前 Mf1n Mf2n Mf3n Mf1s Mf2s Mf3s

処理
一部
剥皮

一部
剥皮

一部
剥皮

性別 ♀ ♂ ♀ ♂ ♂ ♀

体重
(kg)

55.5 38.0 23.0 61.0+ 58.0+ 26.5

5/08 開始 開始 開始 139 0 0 0 0
5/09 開始 開始 開始 437 0 0 0 0
5/10 幼虫 幼虫 卵 卵 卵 193 170 0 0 0
5/11 摂食 摂食 164 124 0 0 0
5/12 幼虫拡 幼虫 内臓消 5 123 3 0 0
5/13 崩壊 筋肉消 9 197 0 0 0
5/14 幼虫拡 骨・皮 骨・皮 167 179 0 0 0
5/15 幼虫拡 崩壊 164 106 1 0 0
5/16 崩壊 63 0 0 0 0
5/17 幼虫拡 81 0 14 0 0
5/18 5 1 2 0 0
5/19 78 16 2 0 0
5/20 3 16 1 0 1
5/21 崩壊 2 55 5 0 0
5/22 4 24 1 0 0
5/23 0 0 1 0 0
5/24 0 0 11 0 0
5/25 3 0 0 0 0
5/26 0 0 0 0 0
5/27 0 0 0 0 4
5/28 0 106 0 0 0
5/29 0 28 0 0 0
5/30 0 0 0 0 0
5/31 0 0 0 0 0
6/01 0 0 0 0 0
6/02 0 0 7 0 0
6/03 22 0 0 0 0
6/04 0 0 0 0 0
6/05 0 0 0 0 0
6/06 0 0 0 0 0
6/07 0 0 0 0 0
6/08 0 36 0 0 0
6/09 0 8 0 0 0
6/10 0 0 0 0 0
6/11 0 0 0 0 0
6/12 0 0 0 0 0
6/13 0 0 0 0 0
6/14 0 0 0 0 0
6/15 0 0 1 0 0
6/16 0 4 0 0 0
6/17 0 0 0 0 0
6/18 0 0 0 0 0
6/19 0 0 0 0 0
6/20 0 0 0 0 0
6/21 0 0 0 0 0
6/22 0 0 0 0 0
残渣
(kg)
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名前 Jf1n Jf2n Jf3n Jf1s Jf2s Jf3s

処理
一部
剥皮

一部
剥皮

一部
剥皮

性別 ♂ ♀ ♂ ♀ ♀ ♂

体重
(kg)

44.5 31.5 13.5 52.0 43.0 13.0

7/19 開始 開始 開始 開始 開始 開始 0 0 0 0 0
7/20 卵 卵 幼虫 卵 幼虫 幼虫 0 0 84 0 33
7/21 幼虫 幼虫拡 幼虫 幼虫拡 0 0 40 0 0
7/22 幼虫拡 幼虫 崩壊 幼虫拡 崩壊 0 0 24 0 0
7/23 崩壊 幼虫拡 幼虫拡 崩壊 0 0 0 0 0
7/24 崩壊 崩壊 0 0 0 0 0
7/25 43 0 0 0 0
7/26 0 0 0 0 0
7/27 0 0 0 0 0
7/28 0 0 1 0 0
7/29 0 0 0 0 0
7/30 0 0 0 0 0
7/31 0 0 0 0 0
8/01 0 0 0 0 0
8/02 0 0 0 0 0
8/03 0 0 0 0 0
8/04 0 0 0 1 0
8/05 0 0 0 2 0
8/06 0 0 0 0 0
8/07 0 0 1 0 0
8/08 0 0 0 0 0
8/09 0 0 0 0 0
8/10 0 0 0 1 0
8/11 0 0 0 0 0
8/12 0 0 0 0 0
8/13 0 0 0 0 0
8/14 0 0 0 0 0
8/15 0 0 0 0 0
8/16 0 0 0 0 0
8/17 0 0 0 0 0
8/18 0 0 0 0 0
8/19 0 0 0 0 0
8/20 0 0 0 1 0
8/21 0 0 0 0 0
8/22 0 0 0 0 0
8/23 0 0 0 0 0
8/24 0 0 0 0 0
残渣
(kg)

2.8 2.4 1.3 4.0 2.6 1.3
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卵 ハエの卵が多数産みつけられた
幼虫 ハエの幼虫が多数発生

幼虫拡 ハエの幼虫がほぼシカの全身に拡大
崩壊 ハエの幼虫が移動した後に平らに崩れた
摂食 哺乳類または鳥による摂食が始まった

内臓消 内臓をほぼ摂食された
筋肉消 内臓に次いで主要な筋肉も摂食された
骨・皮 脚部の筋肉もほぼ摂食された
消滅 動物に持ち去られるなどして消えた

名前 Df1n Df2n Df3n Df1s Df2s Df3s

処理
一部
剥皮

一部
剥皮

一部
剥皮

性別 ♂ ♂ ♀ ♀ ♂ ♀

体重
(kg)

82.5+ 34.5 44.5 49.5 33.0 25.0

12/01 開始 開始 開始 開始 0 0 0 0 0
12/02 0 0 0 0 0
12/03 摂食 0 0 0 0 11
12/04 摂食 開始 開始 0 328 0 0 22
12/05 摂食 摂食 内臓消 摂食 内臓消 0 96 1 36 425
12/06 骨・皮 0 95 37 23 0
12/07 骨・皮 0 6 129 119 163
12/08 0 12 85 166 44
12/09 0 211 26 61 0
12/10 消滅 0 1 13 33 0
12/11 内臓消 0 0 4 22 0
12/12 骨・皮 0 174 21 87 195
12/13 0 0 2 40 13
12/14 0 57 6 41 0
12/15 0 159 7 42 1526

12/16 0 304 19 46 616
12/17 骨・皮 消滅 0 12 17 64 229
12/18 0 2 98 282 298
12/19 0 234 2 91 0
12/20 0 108 28 34 0
12/21 0 0 96 8 0
12/22 0 0 5 43 0
12/23 0 0 12 21 0
12/24 0 0 2 22 0
12/25 0 0 8 24 0
12/26 0 151 6 23 0
12/27 0 0 0 7 0
12/28 0 0 0 15 0
12/29 0 0 0 11 0
12/30 0 0 0 7 0
12/31 0 0 0 0 0
1/01 0 0 0 1 0
1/02 0 0 2 0 0
1/03 0 0 3 0 0
1/04 0 0 1 10 0
1/05 0 69 5 4 0
1/06 0 7 3 18 0
1/07 消滅 0 0 0 5 0
1/08 0 0 11 104 0
1/09 0 0 0 8 0
1/10 0 0 1 2 0
1/11 0 0 2 1 0
1/12 0 0 0 15 0
1/13 骨・皮 0 0 0 3 0
1/14 0 43 0 0 0
1/15 0 0 0 5 0
1/16 0 0 0 2 0
1/17 0 0 7 1 0
1/18 0 0 2 0 0
1/19 0 0 1 0 0
1/20 0 15 3 0 0
1/21 0 1 0 0 0
1/22 0 0 1 0 0
1/23 0 0 0 0 0
3/28 0 0 2 0 0
残渣
(kg)
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遺体に来た動物

イノシシ ツキノワグマ



遺体に来た動物

キツネ タヌキ

この他に，テン，ハクビシン



遺体に来た動物

カラス，トビ クマタカ



遺体に来た動物

ホホグロオビキンバエ（卵） ホホグロオビキンバエ（幼虫）



遺体に来た動物

スズメバチ シデムシ



アンケート

対象

林野庁職員，森林組合従業員

設問

シカに対する基本的な立場・認識 1問（複数回答可）

シカ死体に対する態度・意見 4問

シカ死体に集まる動物についての意見 6問

シカ被害と行政による対策への知識・認識 6問

回答者自身に関する質問 7問（一部は複数回答可）



アンケート結果

問：山でシカの死体を見たらどうするでしょうか？
答：「そのまま通り過ぎる」が多く，「近づいてよく見る」が次ぐ．

問：最もいやだと思うシカ死体は？

答：「腐敗した死体」が最も多く，「一部が動物や昆虫に食われ
た死体」が次ぐ．

問：上の理由は？
答：「臭いから」や「気持ち悪いから」が多い．

アンケート結果の抜粋



成果と活用

放置実験結果 シカ死体の分解過程
分解に関与した動物
臭気の発生
など

アンケート結果 シカに対する考え方
シカ死体に対する感じ方
など

「ガイドライン」

行政（シカ捕獲個体放置の許可を判断する自治体等）


